
町の活気は祭りから
　伝統の松代観音祭りが、今年も7月19日、20

日の両日行われました。今年は天候にも恵まれ、

19日の夜は大花火大会、20日は稚児行列、武者

行列、松代小学校の児童による鼓笛隊など、た

くさんの催し物が行われました。
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芝峠温泉に宿泊施設………………②

松代町交通安全宣言大会…………④
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みんなのトピックス………………⑧

東京発、文芸…・……………・・…⑫⑬
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▲建設の進む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く宿泊棟

曇ゲ』

繭
、
灘

灘
嚇
、
馨
　
獺

　
　
　
　
　
蝋
、

観
光
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
と
し
て
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
芝
峠
温
泉
に
、
待
望
の
宿
泊
棟

の
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
建
設

の
進
め
ら
れ
て
い
た
農
村
公
園
も
ほ
ぽ
完
成
し
、
利

用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
施
設
の

概
要
を
説
明
致
し
ま
す
。44

人
宿
泊
可
能

　
宿
泊
棟
は
山
間
地
域
総
合
振
興
対

策
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
県
の
補
助

金
一
億
二
千
万
円
を
含
む
、
約
三
億

一
千
三
百
万
円
で
建
設
さ
れ
る
も
の

で
、
来
年
の
夏
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
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ト
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階
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戸

建
て
、
延
べ
床
面
積
約
千
九
百
五
十

三
平
方
層
。
二
階
に
は
、
二
十
九
畳
敷

き
と
二
十
一
畳
敷
き
の
大
広
間
（
合
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併
可
能
）
や
、
食
堂
（
会
議
室
）
厨

房
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
三
、
四

階
に
は
客
室
（
四
人
部
屋
十
室
、
二

人
部
屋
二
室
）
が
設
け
ら
れ
、
四
十

四
人
の
宿
泊
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

農
村
公
園
も
完
成

　
昨
年
か
ら
農
村
基
盤
総
合
整
備
事

業
な
ど
約
一
億
五
千
万
円
で
建
設
の

進
め
ら
れ
て
い
た
駐
車
場
、
周
辺
道

路
、
農
村
公
園
整
備
も
ほ
ぼ
完
了
し

．
欝

ま
し
た
。

　
駐
車
場
は
七
十
台
収
容
可
能
で
、

周
辺
道
路
も
今
年
度
中
に
舗
装
も
完

了
す
る
予
定
で
す
。
農
村
公
園
に
は

運
動
広
場
、
ふ
れ
あ
い
広
場
、
ち
び

っ
こ
広
場
、
斜
面
広
場
な
ど
が
造
ら

れ
、
総
面
積
は
九
千
五
百
平
方
材
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
運
動
広
場
（
千
四
百
五
十
一
平
方

材
）
に
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

ニ
面
を
取
る
こ
と
が
で
き
、
七
月
三

十
一
日
に
は
、
完
成
を
記
念
し
て
十

繕
蟹

謹鞭皿

㎜

懸
酔

灘
難

▲運動公園の完成を記念して、ゲートボール大会が7月31日
　開催された。左上の建物は管理棟。その右側奥にはアスレ

　チックス、展望台がある。
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下足

、

風除室

、

玄関ホール

ニ
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
の
大
会
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
広
場
（
千

百
九
十
一
平
方
材
）
に
は
管
理
棟
、

ち
び
っ
こ
広
場
（
千
二
百
八
十
平
方

㌶
）
に
は
展
望
台
、
遊
具
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
斜
面
広
場
（
二
か
所

合
計
、
九
百
十
六
平
方
屑
）
に
は
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
同

地
域
は
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が

楽
し
め
る
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
の
夏
に
は
宿
泊
棟
も
完
成
し
、

同
地
域
に
は
観
光
、
都
会
と
の
交
流

の
核
と
し
て
の
期
待
が
よ
り
一
層
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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激
増
す
る
交
通
事
故
を
な
く
し
、

明
る
い
松
代
町
を
築
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
松
代
町
交
通
安
全
宣
言
記

念
大
会
」
が
七
月
四
日
、
松
代
中
学

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
、
昭
和
四
十
一
年
に
当
町

が
交
通
安
全
町
を
宣
言
し
て
か
ら
二

十
七
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し

　
　
　
　
　
交
通
安
全
宣
言
記
念
大
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
当
日
は
松

代
小
学
校
、
松
代
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
を
始
め
、
町
民
な
ど
約
八
百
人

が
参
加
し
、
，
無
事
故
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

　
大
会
で
は
交
通
事
故
の
犠
牲
者
に

対
す
る
黙
と
う
後
、
関
谷
町
長
は
「

道
路
整
備
が
進
む
に
つ
れ
交
通
事
故

▲

「当町から交通事

故を一掃していた

だきたい」とあい
さつする関谷町長

が
激
増
し
　
昨
年
は
二
名
、
今
年
も

一
名
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ

の
大
会
を
契
機
に
交
通
安
全
に
対
す

る
認
識
を
新
た
に
し
、
当
町
か
ら
交

通
事
故
を
一
掃
し
て
明
る
く
平
和
な

家
庭
を
築
い
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
川
原
安
塚
警
察

署
長
は
祝
辞
で
、
　
「
交
通
ル
ー
ル
を

守
る
だ
け
で
な
く
、
相
手
の
行
動
を

予
測
し
た
運
転
を
心
が
け
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
、
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
で
は
小
堺

和
正
さ
ん
（
儀
明
）
、
高
橋
多
一
郎

〈
誓
い
の
こ
と
ば
を
提
唱
す
る
関
谷
君

さ
ん
（
莇
平
）
に
、
ま
た
、
優
秀
運

転
者
表
彰
で
は
佐
藤
勇
吉
さ
ん
（
室

野
）
、
布
施
満
男
さ
ん
（
松
代
）
、

小
堺
広
治
さ
ん
（
池
尻
）
に
、
そ
れ

ぞ
れ
2
5
年
、
2
0
年
、
1
5
年
の
代
表
と

し
て
、
川
原
署
長
か
ら
表
彰
状
が
伝

簸瀟藩藤羅

皓
羅

慧
轟

騨

誓いのことば

　「安全で安定した生活、交通事故のな

い明るい松代町」これは、わたしたちの

心からの願いです。

　この願いを実現するため、次のことを

実施することを誓います。

1　わたくしたちは、家庭、学校、地

域で交通安全の話しあいをもち、交

通事故をおこさないよう努めます。

2　わたくしたちは、老人、幼児、か
　らだの不自由な人を交通事故から守

　るため、愛の一声をかけあいます。

3　わたくしたちは、お互いにゆずり

あいの心をもち、交通事故を起こさ

　ないよう努めます。

4　わたくしたちは、正しい交通ルー
　ルを身につけ、いつでも、どこでも

実行します。

達
さ
れ
ま
し
た
．

　
中
学
生
の
関
谷
成
寿

君
か
ら
は
、
町
民
を
代

表
し
て
「
誓
い
の
言
葉
」

を
力
強
く
提
唱
し
て
い

た
だ
き
、
最
後
に
県
警

音
楽
隊
と
松
中
の
吹
奏

楽
部
に
よ
る
合
同
演
奏

や
、
県
警
音
楽
隊
に
よ

　
へる

カ
ラ
ー
ガ
ー
ズ
ド
リ

ル
演
奏
が
行
わ
れ
、
大

会
は
一
段
と
盛
り
上
が

り
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

各
種
弐
会
結
果

町
内
婦
人
箋
鍛
灘
撫
ー
雛
葺
藻
嚢
套

　
　
　
7
潟
5
爾
　
町
総
含
藤
欝
館

優
勝
　
菰
霞
懸
繋
薮
灘
ー
鐵

簸
位
　
．
郷
欝
ー
欝
藷
…
撫

蓬
獄
　
薪
購
灘
ー
鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻
襲

纏ll

擾
総
纏
窩
齢
嚢
鎌
鍵
ー
雛
嚢
饗

　
　
　
灘
漏
綴
日
　
磁
総
糞
捧
驚
館

優
勝
　
松
代
欝
藩
ー
鎌

二
位
　
奴
奈
獺
擶
；
鐵

蕪
紘
　
松
代
鐵
藩
ー
滋

園
位
曲
畢
諦
ー
滋
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第

　
消
防
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
た

「
第
三
十
二
回
上
越
消
防
大
会
」
が

は
、
新
潟
県
消
防
協
会
上
越
地
区
支

二
市
町
村
の
会
場
持
ち
回
り
に
よ
り

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
当

七
月
十
二
日
、
松
代
町
町
民
グ
ラ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

会
の
主
催
に
よ
り
、
上
越
管
内
二
十

32

回
上
越

町
で
は
初
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
国
会
議
員
を
始
め
と

す
る
来
賓
、
消
防
関
係
者
及
び
団
員

な
ど
約
千
名
が
参
加
し
、
小
雨
の
降

り
し
き
る
あ
い
に
く
の
天
候
の
中
、

部
隊
訓
練
や
県
消
防
大
会
操
法
競
技

会
出
場
予
定
チ
ー
ム
に
よ
る
ポ
ン
プ

操
法
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

歓迎レセブション

でrハイ、ポーズ」

消
防
大
会
．

　
　
当
町
の
団
員
も
、
市
川
嘉
吉
副
団

　
長
の
指
揮
に
よ
る
部
隊
訓
練
や
、
県

　
消
防
大
会
出
場
予
定
の
伊
沢
地
区
選

　
抜
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操

　
法
を
行
い
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

　
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

　
犬
伏
の
松
苧
太
鼓
が
行
わ
れ
、
消
防

当
町
が
ア
リ
シ

　
　
　
　
　
　
世
界
の
青
年
が
集
ま
っ
て
交
流
を

　
　
　
　
　
深
め
る
「
国
際
青
年
の
村
92
ア
ク
シ

　
　
　
　
　
　
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
i
n
松
代
」
が
七
月

　
　
　
　
　
二
十
七
日
、
二
十
八
日
の
両
日
、
当

瀬沼さんの指導で　『～

手作りそばを作る参加者

総

瞬

大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
力
強
い
太
鼓
の

音
が
会
場
内
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し

た
。

》
1リ

ヤ

1サ

1手

き合
1＝＝
1場

iに

町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
「
国
際
青

年
の
村
」
は
、
相
互
理
解
と
友
好
の

促
進
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
今
年

も
七
月
二
十
四
日
か
ら
一
週
間
、
富

山
県
で
開
催
さ
れ
、
世
界
二
十
ニ
カ

国
か
ら
約
三
百
人
が
参
加
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
は
メ

ー
ン
行
事
の
一
つ
で
、
参
加
青
年
が

隣
県
の
青
年
と
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
　
新
潟
県
で
は

地
域
お
こ
し
青
年
団
の
リ
ー
ダ
ー
研

修
な
ど
で
実
績
の
あ
る
当
町
が
選
ば

れ
た
も
の
で
す
．

　
今
回
、
当
町
を
訪
れ
た
の
は
二
十

力
国
三
十
名
の
外
国
青
年
を
含
む
約

五
十
名
。
二
十
七
日
の
お
昼
に
到
着

し
た
一
行
は
昼
食
後
、
総
合
体
育
館

で
「
元
気
会
」
主
催
に
よ
る
「
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

に
参
加
し
、
空
き
缶
釣
り
・
玉
入
れ

な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

よ
ろ
い
か
ぶ
と
を
着
て
の
「
戦
国
武

者
記
念
大
撮
影
大
会
」
も
行
わ
れ
、

武
者
姿
に
外
国
青
年
は
大
喜
び
。
夜

は
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
関
谷
町
長
も

出
席
し
て
の
「
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
食
事
や
松
苧

太
鼓
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽

し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
一
行
は
早
稲
田
ク
ラ
ブ
の
松
苧
ド

，
ミ
ト
リ
ー
に
宿
泊
。
翌
二
十
八
日
は

瀬
沼
伸
彦
さ
ん
（
松
代
）
の
指
導
に

よ
る
「
そ
ば
作
り
の
体
験
実
習
」
を

行
い
、
手
作
り
そ
ば
を
味
わ
っ
て
帰

路
に
着
き
ま
し
た
。
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伸
び
よ
う
伸
ば
そ
う
青
少
年

　
　
　
　
冑
ゆ
皐
冑
”
鵬
腫
動
冊
窃
臼
”
臼

　
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
「
青
少
年
育
成
活
動
研
究
集
会
」

が
七
月
十
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
清
水
小
学
校
）
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
．
こ
れ
は
、
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
と
町
P
T
A
連
絡
協
議
会
の
主

催
に
よ
り
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
P
T
A
会
員
や
一
般

者
な
ど
八
十
七
人
が
参
加
し
、
最
初

に
上
越
教
育
大
学
教
授
の
南
館
忠
智

．
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
家
庭
と

は
」
と
い
う
演
題
で
、
氏
自
身
の
子

育
て
の
体
験
を
基
に
「
家
庭
の
あ
り

方
」
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　
講
演
終
了
後
は
、
　
「
①
学
校
五
日

制
に
親
や
家
庭
は
ど
う
対
処
し
た
ら

よ
い
か
。
②
基
本
的
生
活
習
慣
を
家

庭
で
、
ど
う
指
導
し
た
ら
よ
い
か
。

③
豊
か
さ
の
中
で
、
子
供
の
耐
性
を

ど
う
育
て
た
ら
よ
い
か
。
④
自
主
性

を
も
っ
た
子
供
に
育
て
る
に
は
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
」
の
、
四
分
科
会

に
別
れ
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
子
育
て
」
と
い
う
身
近
な
テ
ー
マ

だ
け
に
、
ど
の
部
会
で
も
活
発
に
意

見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

菟
筆
警
。
・
る
醸
麟
樵

　
　
　
雛
▲
講
演
を
さ
れ
る
南
館
忠
智
氏

，
憾
灌

　
　
　
　
　
　
く
分
科
会
で
は
活
発
な
意
見
が

熱
，

東
京
松
代
会

　
　
　
宮
田
洋
二
郎
氏
講
演
会
開
催

6

　
東
京
松
代
会
主
催
に
よ
る
「
宮
田

洋
二
郎
氏
講
演
会
」
が
七
月
二
十
五

日
、
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
は
、
関
谷
徳

次
郎
会
長
が
以
前
、
宮
田
氏
の
講
演

を
聴
き
大
変
感
激
し
た
こ
と
か
ら
、

ぜ
ひ
松
代
町
の
人
に
も
聴
い
て
も
ら

い
た
い
、
と
昨
年
か
ら
準
備
が
進
め

ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　
講
演
は
一
部
と
二
部
で
構
成
さ
れ
、

一
部
で
は
「
歴
史
に
学
ぶ
、
日
本
の

進
路
」
と
い
う
演
題
で
、
氏
の
体
験

を
通
し
て
の
「
日
本
人
と
欧
米
人
の

物
の
見
方
、
考
え
方
の
違
い
」
を
説

明
し
、
今
後
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い

く
に
は
そ
れ
を
十
分
認
識
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
過
去
の

歴
史
か
ら
、
国
家
の
大
儀
・
正
義
を

忘
れ
、
私
利
私
欲
に
走
っ
た
国
が
悲

惨
な
運
命
を
た
ど
っ
て
い
る
事
実
を

紹
介
し
、
日
本
も
、
こ
の
歴
史
的
教

訓
か
ら
今
後
の
進
路
を
学
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

二
部
で
は
「
問
題
解
決
の
た
め
の
戦

略
的
思
考
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と

い
う
演
題
で
、
古
今
東
西
の
戦
史
か

ら
勝
つ
た
め
に
は
一
つ
の
法
則
が
あ

る
こ
と
を
説
き
、
こ
れ
を
現
代
社
会

に
当
て
は
め
「
成
功
の
た
め
の
考
え
・

方
、
人
の
使
い
方
」
に
つ
い
て
講
演

さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
松
寿
大
学
の
学
生
、

一
般
者
な
ど
約
三
百
名
が
詰
め
掛
け
、

太
平
洋
戦
争
や
山
本
五
十
六
大
将
の

逸
話
な
ど
に
は
、
相
づ
ち
を
打
ち
な

が
ら
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
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ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i　生き！薯舌き！　　　　i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』

し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

i　　人生のために　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i㊥㊧㊥㊨i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

i　　赤沼主事
1　　　　．、　　　　　　　　　　　　　1
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i　町公民館に」この4月ゆらi
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞠

i勤務されている赤沼派遣社余

　
1
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冒
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．
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．
．
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サ

ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

｝
ス
…

㎜
一
㎜

ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

…
，
㎜

ゆ
　
ロ
　
　
　
か

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

…
シ
｝

㎜
習
㎜

｝
学
㎜

｝
涯
㎜

ゆ
　
う
リ
ヨ
　
　
ひ

㎜
生
㎜

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

ド
毒
◆
一
一
辱
◆
，
一
辛
◆
≒
◆
る
書
し

生涯学習とは？

iですが、はっきりこうだと説明できる人は少ないのではないでしょっか。これ

1から生涯学習を進めるに当たりこの言葉の意味を考えてみる必要があると思い

　ます。

　　これからしばらく、生涯学習シリーズということで生涯学習に関することに

iついて掲載しますので、読んでいただきたいと思います。

　　生涯学習は言葉の定義としてはまだ定まっていませんが、一口に言えば生涯

1のあらゆる段階で自己の意識を啓禿し、向上するために努力する営みだといえ

1教育主事により、今月号からl
i　「生涯学習シリーズ」がスタi
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

！一トしました。最近、　「生涯1
し　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1学習」といっ言葉を耳にしまi
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1すが、何か漠然としていて、1
ミ

iつかみ所がありません。そんi
lな「生涯学習」の疑問点、必1
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1要性などについて分かりやすi
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ

1く説明していただけるものとi
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

1思います。　　　　　　　　1
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　今後の掲載テーマは、「今、i
ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

1なぜ生涯学習か！」　「日本の1
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1生涯学習のあゆみ」　「ものの1
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i豊かさ、心の豊かさ」などがi
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

i予定されています。ぜひ、おl
i読みください。　　　　　　i
贈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』
、網F」6一，』9，一5一”一”一rグー厚一P4－5－P，一”一曜一Pρ一ダー”一P，一r5響」一rク‘7ダー’一’一’一r’一’』甲グーr4一ゆ

最近、テレビや新聞で生涯学習という言葉が聞かれます。何となく分かるの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　ます。スポーツや趣味、教養はもちろん娯楽や遊びも捕らえ方によっては生涯

　学習といってかまいません。

　　生涯学習をもっと広い意味で考えてみるならば、一人ひとりの人生がより充

i実し、活力にみちた毎日を送るためにあるものなのです。

生涯学習＝たとえば

●スポーツで体を鍛えよう

●趣味や教養で生きがいを持とう

●語学、ワープロ…何かを学ぼう

●仲間を作って何かをしよう（ボランティア、旅行など）

●発表会や研修会、講演会に参加しよう

次回は

9月2日

　　　　　　　役

　　　午　場
　　　ヨ　　　　　ロヨ　　

　　　剛　　剛

　　9：00
　　　　～

　　　午

　　　後

　　4：00
　成分献血は、時間指定

になります。希望者は国

保衛生係までご連絡くだ
さい。

雄
子
子
雄
幸
一
治

義
恵
一
芳
廣
憲
定

堺
口
澤
橋
田
井
堺

小
樋
富
高
黒
数
小
小野島静夫

佐藤　文雄

寺崎松太郎

大野　賢郎

若井　利晴

関谷貴代美

進
孝
松
司
一
」

　
　
新
鷹
健
正

　
村
沢
川
　
井

柳
中
宮
白
柳
菅
市川栄太郎

佐藤　貞夫

若月　利信

中澤　淳一

樋ロ　俊子

隆
栄
夫
子
子
美
男
美
士
子
司
美

正
国
和
博
昌
明
忠
和
剛
代
達
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
日

島
堺
松
場
　
岸
田
藤
橋
谷
沢
上

小
小
小
馬
柳
山
岡
佐
高
関
富
井
小野　　薫

鈴木　利雄

高沢房吉
小堺　玉枝

中村公一
浜川　一明

鈴木つゆ子

子
行
利
明
弘

博
浩
勝
敏
貴

村
賀
田
谷
雲

中
志
岸
関
南

高橋正美相澤希植木
本柳　哲也　　山賀　優子　松山

山賀　雄次　柳　佐代子　　高沢

久保田雅朋　　村松智恵美　　仲村

南雲　広美　松澤　理恵　笠原
池田　智美　　室岡久美子

高橋　　実　　小堺　智子

田辺　靖典　相沢千恵美

若井　正行　　中村　妙子

若井　哲男　高橋　一恵
内山　佳子　　小島　博子

関谷　仁美　　保坂　洋子

中沢奈美子　　飯干　明子

牧田　賢治　　小堺　美幸

滝沢　彰宏　　柳　　和広

山賀早江子　　菅井登志子

関谷　美雪　　市川真規子

中村　香織　　米持　英雄

関谷　司郎　　佐藤　徹夫

武江　　徹　関谷　　博
猪又　秀俊　　室岡　　徹

柳　奈緒美　富澤　　豊

山岸　　孝　桜沢　　薫
牧田　義記　　木村　恭一

絵
子
利
太
秋

理
恒
光
竜
千

佐藤あず奈

若井千奈美

山岸　浩美

佐藤　靖子

本間　　亮

高橋　政江

浦壁　　裕

品田　圭子

出村　　豊

宮沢真由美

高橋　圭介

関口　友由

樋口　裕美

小湊　知見

高橋　久美

※太字は400配

献血者

献
血
を

あ
り
が
と
う

6
目
2
0
日
役
場
・
総
合
体
育
館
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馳堕劉

七
夕
に
フ
ル
ー
ト
の
音
色

　
　
　
工
藤
雅
子
コ
ン
サ

　
　
　
　
町
内
の
音
楽
愛
好
者
の
会
「
山
彩
」

監
酸
糊
袴
鵯
唄
途

堕　
　
　
　
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
七
月
七
日
、
清
水

　
　
　
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

幽
ま
し
た
．
会
場
に
は
、
町
の
内
堺
か

　
　
　
ら
約
百
五
十
名
の
音
楽
フ
ァ
ン
が
訪

盈
れ
七
夕
の
夜
　
る
フ
㌣

　
　
　
の
音
色
に
酔
い
し
れ
ま
し
た

暫
こ
の
音
楽
会
は
、
生
の
警
聴

く
機
会
の
少
な
い
当
町
の
人
に
生
演

奏
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
、
と

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
六
回
目
と
な
り
ま
す
。
昨
年
は
「
上

田
晴
子
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」
も
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
心
の
豊
か
さ
」
が
求
め
ら
れ
る

現
在
、
こ
う
い
っ
た
文
化
的
活
動
を

今
後
も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
．

出
を
ん

思
謝
幡

ん
り
る

さ
語
べ

党
を
述

▲

－
．
ト

酔

工藤雅子フ。ロフィール

東京生まれ。13才の時、林りり子氏に才

能を見出され、フルートの手ほどきを受け

る。フランスマルメゾン市立音楽院を最高

優秀賞で卒業。フランス国立サントオメー

ル音楽学校で教鞭をとるかたわら、フラン

ス国立リル管弦楽団のエキストラを務める。

1981年のユファム国際コンクールフルート

部門1位。現在パリ在住。

石
野
（
兄
句
碑
除
幕
記
念
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
寺
こ
建
立

馨
．

　　　　　　　　　∫F鶏
▲除幕後は句会、

　記念講演が行われた

　
こ
の
ほ
ど
、
蒲
生
の
松
泉
寺
境
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
し

に
郷
土
の
俳
人
、
故
石
野
免
氏
の
句

碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
除
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
し

を
記
念
し
て
七
月
四
日
、
　
「
石
野
免

句
碑
除
幕
記
念
俳
句
会
」
が
松
泉
寺

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
句
碑

は
、
石
野
氏
の
末
弟
に
当
た
る
津
幡

龍
峰
さ
ん
（
蒲
生
）
が
、
氏
の
没
後

三
十
七
回
忌
を
機
に
建
立
さ
れ
た
も

の
で
す
．

　
当
日
は
、
町
内
を
始
め
と
し
て
県

の
内
外
か
ら
来
賓
や
俳
句
の
愛
好
者

な
ど
約
三
十
名
が
出
席
し
、
ま
ず
、

句
碑
の
除
幕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
記
念
俳
句
会
や
、
句
会
の
選

者
・
江
見
渉
先
生
（
俳
人
協
会
新
潟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
し

県
副
支
部
長
）
に
よ
る
「
石
野
党
と

　
ひ
ぐ
ら
し

初
蝸
」
と
題
す
る
記
念
講
演
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
故
人
を
し
の
ん
で
い

ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
句
会
は
、
蒲

生
・
し
ぶ
み
・
初
蝶
の
各
句
会
の
有

志
が
発
起
人
と
な
っ
て
開
催
し
た
も

の
で
、
こ
の
日
詠
ま
れ
た
句
は
、
文

芸
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

明治39年5月12日、虎蔵・コメの長男として木和田原に生

まれる。大正11年高田師範に入学。同校卒業後、短期現役

兵として高田師団に入営中、発病。結核と診断される。そ

の後、一家を上げて上京し、療養のかたわら細川加賀氏な

どに師事して俳句の手ほどきを受ける。昭和31年死去。昭
　　　　　　　　　　　　　　　　ひぐらし和32年、細川氏などにより遺句集「初蝟」が発刊され高い

評価を得る。
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‘

お
や
四
き
ゅ
り
り
が
？

　
六
月
末
、
儀
明
の
小
堺
平
治
郎
さ

ん
か
ら
キ
ュ
ウ
リ
が
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
何
と
！
　
太
く
長
く
立
派
な
キ

ュ
ウ
リ
の
途
中
か
ら
、
葉
が
出
て
い

る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
折
、

同
じ
儀
明
の
村
松
竹
一
さ
ん
か
ら
も

「
珍
し
い
キ
ュ
ウ
リ
が
あ
る
」
と
連

絡
が
あ
り
、
早
速
取
材
に
。
栽
培
さ

れ
て
い
る
方
に
よ
れ
ば
、
結
構
あ
る

も
の
だ
そ
う
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
で
は
い
か

が
で
し
よ
う

か
？

写
真
㊤
が
村
松
さ
ん

㊦
が
小
堺
さ
ん
宅
の

キ
ュ
ウ
リ

自
動
車
練
習
場
完
成
（
蝉
瑠
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
フ
に
は
町
民
開
放
も

“
昨
年
か
ら
室
野
地
区
（
通
称
、
草

生
水
原
）
に
建
設
の
進
め
ら
れ
て
い

た
早
稲
田
大
学
の
自
動
車
練
習
場
が

こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
練
習
場
の
総
工
費
は
約
二
億

五
千
万
円
で
、
総
面
積
は
三
万
五
千

平
方
層
。
こ
の
う
ち
自
動
車
練
習
場

分
の
一
万
八
千
平
方
㌶
に
、
直
線
百

八
十
材
の
道
路
や
、
S
字
、
ク
ラ
ン

ク
な
ど
の
練
習
施
設
を
備
え
、
一
般

の
自
動
車
学
校
と
同
様
な
練
習
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
休
憩

室
と
ト
イ
レ
付
き
の
管
理
棟
や
二
十

四
台
収
容
の
駐
車
場
も
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
同
大
学
で
は
、
こ
の
練
習
場
に
大

型
車
二
台
　
普
通
車
六
台
を
配
備
し
、

夏
休
み
中
の
体
育
授
業
の
集
中
講
義

と
自
動
車
部
の
練
習
に
使
用
す
る
計

画
で
い
ま
す
。
夏
休
み
を
除
く
期
間

（
オ
フ
）
に
つ
い
て
は
、
町
民
へ
の

施
設
の
開
放
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
交
通
安
全
教
室
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
へ
の
利
用
も
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

上
越
地
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

『
肉
串
覆
の
臼
A
』

　
　
　
　
1
ペ
タ
ン
ク
競
技

　
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振
興
を
目
的

と
し
た
、
第
4
回
上
越
地
区
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ペ
タ
ン
ク
競

技
の
部
」
で
、
太
平
友
の
会
A
雄
、
（
柳

和
家
さ
ん
柳
繁
治
さ
ん
相
沢
こ
ず
え
さ
ん
）

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
こ
の
競
技
は
、
七
月
十
二
日
に
新

井
市
ペ
タ
ン
ク
コ
ー
ト
で
二
十
五
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
太
平
友

の
会
か
ら
は
A
酵
ー
の
他
、
B
雄
，
（
高

橋
庄
一
郎
さ
ん
富
沢
一
郎
さ
ん
富
沢
恵
子

さ
ん
）
、
C
雄
i
（
富
沢
達
司
さ
ん
関
谷
正

》
太
平
友
の
会
の
選
手
の
皆
さ
ん

麗
励

次
さ
ん
斉
藤
充
代
さ
ん
）
の
三
好
，
が
参
加

し
、
B
酵
，
も
三
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。
ペ
タ
ン
ク
の
用
具
は
、
昨
年

同
会
が
受
賞
し
た
「
ス
ミ
セ
イ
健
康

財
団
賞
」
の
副
賞
と
し
て
い
た
だ
い

た
も
の
で
、
今
年
の
春
か
ら
こ
の
大

会
を
目
指
し
練
習
し
、
今
回
の
優
勝

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
柳
和
家
さ
ん
は
、
　
「
間
違
っ
て
優

勝
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
感
じ
で

す
。
大
会
に
出
て
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
ペ
タ
ン

ク
が
町
内
に
普
及
し
て
く
れ
れ
ば
」

と
、
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

※
ペ
タ
ン
ク

　
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
小
粋
な
軽
ス

ポ
ー
ツ
。
手
軽
に
誰
で
も
楽
し
め
、

場
所
も
取
ら
ず
、
用
具
も
（
極
端
に

い
え
ば
）
代
用
で
済
ま
さ
れ
、
体
力

も
必
要
な
く
、
ま
さ
に
中
高
年
に
ピ

ッ
タ
リ
。
木
製
の
小
さ
な
目
標
球
目

が
け
、
金
属
製
、
重
量
七
百
グ
ラ
ム

平
均
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
合
い
、
距
離

の
近
さ
を
競
う
、
実
に
単
純
明
解
な

ス
ポ
ー
ツ
。
こ
の
単
純
さ
が
、
か
え

っ
て
フ
ラ
ン
ス
で
は
受
け
て
い
る
。
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松
代
剣
道
チ
ー
ム
特
別
賞
受
賞

　
　
県
警
察
少
年
剣
道
大
会

　
少
年
の
健
全
育
成
を
目
指
す
「
第

五
回
新
潟
県
警
察
少
年
剣
道
大
会
」

が
七
月
十
九
日
、
新
潟
市
鳥
屋
野
総

合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
安
塚
署
代

表
と
し
て
松
代
剣
道
チ
ー
ム
が
出
場

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
岡
部
防
犯
少

年
課
長
、
山
川
部
長
他
、
父
兄
の
皆

さ
ん
の
声
援
を
受
け
優
勝
候
補
筆
頭

の
新
潟
東
署
代
表
チ
ー
ム
と
対
戦
し

ま
し
た
が
、
健
斗
及
ば
ず
残
念
な
が

ら
一
回
戦
で
敗
退
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
試
合
終
了
後
審
判
長
よ

り
「
打
つ
べ
き
機
会
に
し
っ
か
り
打

っ
て
い
る
し
、
基
本
も
よ
く
で
き
て

い
る
。
ま
た
、
立
派
な
指
導
者
の
下

で
練
習
し
て
い
る
が
、
た
だ
残
念
な

事
に
練
習
量
が
不
足
で
あ
り
、
練
習

量
を
増
せ
ば
更
に
立
派
な
成
果
が
期

待
で
き
る
」
と
、
激
励
助
言
を
受
け

た
程
の
健
斗
ぶ
り
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
戦
い
ぶ
り
が
高
く
評
価
さ
れ
、

松
代
チ
ー
ム
は
、
試
合
態
度
も
良
く

礼
儀
作
法
も
立
派
で
あ
る
チ
ー
ム
に

贈
ら
れ
る
特
別
賞
受
賞
の
栄
誉
に
輝

く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
栄
誉
を
胸
に
、
今
後
益
々
活

躍
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

◎
大
会
出
場
者

o
小
学
生

茂
野
　
収

菅
井
史
郎

o
中
学
生

関
谷
　
悟

大
野
友
斉

松
山
恭
平

柳
　
和
宏

斉
木
さ
ん
米
持
さ
ん
に

関谷町長から楯等が　　～
伝達されるさん㊤と米持さん㊦

黛　
　
こ
の
ほ
ど
、
斉
木
勉
さ
ん
（
松
代
）
、

　
米
持
英
雄
さ
ん
（
室
野
）
に
、
日
本

　
赤
十
字
社
か
ら
献
血
功
労
賞
が
贈
ら

　
れ
ま
し
た
。

　
　
斉
木
さ
ん
に
は
、
献
血
百
回
を
賞

　
し
て
銀
色
功
労
楯
が
、
米
持
さ
ん
に

　
は
、
三
十
回
を
賞
し
て
銀
色
有
功
章

　
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
今
後
も
、
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お

　
願
い
致
し
ま
す
．

ご　び脚　び㎜脚脚脚脚脚脚脚脚　σ　o　び脚脚脚畔び脚　『脚脚脚脚一糊脚脚脚脚脚脚脚脚脚脚脚脚脚脚脚脚脚脚脚脚
馨
琶
ε
薯
暑
薯
琶
薯
薯
薯
≦
5
着
5
惹
茎
琶
薯
薯
薯
薯
琶
琶
6
ξ
薯
薯
6
看
薯
茎
薯
薯
茎
瀕

日時

10月3日d⇒午前11時

　　　　　～

4日（日）午前11時

欝
郵
灘

場会

　じ松代町クロスカントリーコース

参加資格

以上の一般アマチュア

に限る。　（男女不問）
生
者

校
技

高
競

参加料　10，000円（1チーム）

灘叢代講
・一ムが　鑛
r周で羨灘、

播泌灘［
叢慧溺

馨、§馨

　3
　該　　「

競技方法

登録された1チーム10名以内の選手

しながら自チームのタスキを決めら

内でリレーしつづけ、それぞれのチ

約2．1kmの周回コースを24時間で何

きるかを競うものです。

表彰
完走証、参加賞他

申込期限19月3日（必着）

申込場所

ド
妻
9
9
9
9
9
身
9
蓼
9
彗
蓼
要
3
9
蓼
9
9
9
9
9
身
9
9
9
身
9
9
9
彗
妻
9
彗
妻
9
9
9
妻
9
9
9
蓼
9
9
9
9
3
蓼
9
9
蓼
菱
5

嫡画繭酬両酬繭画煽酬煽画煽酬繭酬m一酬繭一一繭蘭酬両一㎜酬煽酬煽酬煽酬煽伽一画両燗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

i松鯛樽体育館内　　桑
1　ロ・マン241nまつだい

1　　　　　　　　　　＿
1　「24時間耐久リレーマフソン』

1事務局宛智02559（7）3752

』＿酬m＿＿＿酬繭＿＿画両＿＿画面＿画畑＿画繭＿翫



小
貫
こ
こ
に
あ
り

「
小
貫
閉
村
之
碑
」
建
立

　
こ
の
ほ
ど
、
小
貫
に
「
小
貰
閉
村

之
碑
」
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
碑
は
、
元
小
貫
部
落
住
民
で

現
在
東
京
都
福
井
市
に
在
住
の
小
山

直
治
さ
ん
が
、
　
「
小
貰
の
名
を
永
遠
に

残
し
た
い
」
と
、
同
家
の
旧
屋
敷
跡

に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
表
に
は
、
以
前
小
貫
に
あ
っ
た
十

八
戸
の
屋
号
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

裏
に
は
、
　
「
小
貫
は
開
村
以
来
四
百

年
。
私
共
の
祖
先
は
原
野
の
此
の
地

に
庵
を
建
て
殖
拓
に
汗
を
流
し
小
貫

村
を
創
立
し
発
展
に
努
力
さ

れ
た
。
戦
後
所
得
倍
増
論
国

策
に
共
鳴
さ
れ
村
を
離
れ
る

人
後
を
断
た
ず
遂
に
昭
和
六

十
三
年
秋
に
閉
村
と
成
っ
た
。

依
っ
て
石
碑
を
建
て
長
く
十

八
戸
の
屋
号
を
残
し
ま
す
」

と
、
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
碑
の
建
立
に
よ
り
、

小
貫
の
部
落
名
と
、
十
八
戸

の
屋
号
が
永
遠
に
残
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

》
ご
一
族
で
石
碑
と
記
念
写
真

　
石
碑
左
横
が
小
山
直
治
さ
ん

県
少
年
空
手
道
選
手
権
大
会

柳
敏
仁
く
ん
2
位
に
入
賞

　
県
内
の
小
・
中
学
生
約
五
百
名
が

参
加
し
て
行
わ
れ
た
「
第
八
回
新
潟

県
少
年
空
手
道
選
手
権
大
会
」
　
（
七

月
五
日
、
柏
崎
市
）
で
、
孟
地
小
学

校
六
年
の
柳
敏
仁
君
（
孟
地
）
が
、

「
小
学
校
高
学
年
型
の
部
」
で
二
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
柳
君
は
小
学
二
年
生
か
ら
空
手
を

始
め
、
現
在
も
総
合
体
育
館
で
週
二

回
開
か
れ
て
い
る
空
手
教
室
に
通
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
こ
の
大
会
で
ベ
ス
ト
8

に
入
り
、
少
し
で
も
有
名
に
な
る
こ

と
が
目
標
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
正

に
目
標
達
成
の
大
活
躍
を
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
練
習
に
励
ん
で
、
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

躍
螂

　　　コ』》　《
』7吋／

蒸の罰一瑳一の零糞ぽ羨瓢墨げま

雛の驚．広報係諜驚餐索撫蘇躍
毒撫。皆潅為の撮蓼箆家族等の霧

糞巻掲載彰ま餐の誰．お気軽健お
欝愁嚢だ毒雛。
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、

O

ト
ン
ネ
ル
内
で

　
　
　
　
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萬
　
羽
　
洋

　
ト
ン
ネ
ル
を
出
る
と
雪
国
だ
っ
た
。

　
こ
れ
は
有
名
な
小
説
、
雪
国
の
書

出
し
の
文
章
で
す
が
、
あ
の
長
い
関

越
ト
ン
ネ
ル
を
越
え
る
度
に
実
感
す

る
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
、
あ
の
長
い

ト
ン
ネ
ル
が
現
在
と
過
去
と
を
分
け

る
境
界
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
幾
度
と
な
く
潜
っ
た
長
い
長
い
ト

ン
ネ
ル
…
…
。
昨
年
の
や
ぶ
こ
ざ
き

の
会
に
参
加
し
た
時
は
、
五
月
三
日

だ
と
い
う
の
に
ト
ン
ネ
ル
を
出
る
と
、

辺
り
一
面
真
っ
白
な
雪
景
色
で
思
わ

ず
歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
思
わ
ぬ
プ

東京都北区在住

　会沢こじまや）

レ
ゼ
ン
ト
に
山
菜
採
り
の
心
配
を
よ

そ
に
一
同
喜
ん
だ
も
の
で
し
た
。
や

ぶ
こ
ざ
き
の
会
の
山
菜
採
り
ツ
ア
ー

に
も
、
今
年
で
三
回
目
の
参
加
に
な

り
ま
す
。
会
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
心

の
込
も
っ
た
手
料
理
で
の
宴
会
や
、

歓
迎
の
踊
り
、
山
菜
採
り
の
ポ
ー
タ

ー
、
そ
れ
に
芝
峠
温
泉
ビ
レ
ッ
ジ
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
つ
か

の
あ
ふ
れ
る
湯
に
つ
か
り
、
懐
し
い

村
の
人
た
ち
と
時
の
た
つ
の
を
忘
れ

話
し
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
今
年
の
五
月
二
十
三
日
、
二
十
四

日
の
松
代
会
ふ
る
さ
と
旅
行
に
も
、

主
人
と
二
人
で
参
加
致
し
ま
し
た
が
、

こ子

ふ
る
さ
と
を
出
て
か
ら
三
十
年
ぶ
り

の
懐
し
い
方
々
に
会
え
て
、
健
康
を

　
　
　
　
　
　
こ
と

確
か
め
合
え
た
事
は
何
よ
り
の
心
暖

ま
る
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
小
学

校
の
校
舎
は
変
っ
て
い
て
も
、
学
舎

を
囲
む
山
々
は
昔
の
ま
ま
で
、
小
さ

い
草
花
一
つ
を
見
て
も
小
学
生
だ
っ

た
こ
ろ
の
数
々
の
思
い
出
と
つ
な
が

り
、
懐
し
い
の
一
言
に
つ
き
ま
す
。

関
越
道
が
完
成
し
、
ふ
る
さ
と
松
代

が
ぐ
ー
ん
と
近
く
な
っ
た
の
も
こ
こ

二
、
三
年
で
す
。
春
に
は
日
帰
り
で

山
菜
を
採
り
、
芝
峠
温
泉
で
お
湯
に

つ
か
り
、
楽
し
む
事
が
出
来
る
よ
う

に
な
ひ
ま
し
た
。

　
関
越
ト
ン
ネ
ル
を
潜
り
ぬ
け
た
と

た
ん
に
、
子
供
の
こ
ろ
の
懐
し
い
思

い
出
の
中
に
帰
る
事
が
出
来
ま
す
。

空
気
も
景
色
も
、
す
べ
て
が
セ
ピ
ア

色
の
思
い
出
の
中
の
一
コ
マ
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
｝
ン
ネ
ル
に
入
り
、

出
る
ま
で
の
時
間
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
を
し
て
、
出
た
と
た
ん
に
子
供
の

時
分
の
空
気
と
景
色
に
包
ま
れ
る
あ

の
一
瞬
が
、
今
の
私
の
一
番
の
楽
し

み
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

ん揺豪京松代会の皆群

東
京
松
代
会

東
京
松
代
会
で
は
、
郷
里
の
”
元
気
会
”
の
皆
さ
ん
を
交
え

た
「
ふ
る
さ
と
有
志
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
、
懇
親
会
を
左

記
の
よ
う
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

お
誘
い
合
せ
の
う
え
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

234
日

時
　
平
成
4
年
8
月
2
9
日
（
土
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

12

oo
～
2

懇
親
会
（
会
費
4
0
0
0
円
）
2
　
30
～
4

3000

と
こ
ろ
　
東
京
都
　
新
宿
モ
ノ
リ
ス
2
9
（
2
9
階
）

東
京
都
新
宿
区
2
－
3
－
1

T
E
L03
－
5
3
8
1
1
9
2
2
9

テ
ー
マ
　
「
故
郷
松
代
町
を
考
え
、

東
京
松
代
会
の
役
割
を
探
る
」

参
加
申
込
み
先

東
京
松
代
会
　
広
報
担
当
　
若
井
謙
一
ま
で

T
E
L0
3
1
3
7
1
8
1
1
0
2
1

※
〆
切
　
8
月
2
5
日
　
お
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
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タ
し
ニ

叉
　
繍
蓼

　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
蟻

　
　
　
　
を
　
1
慰
－

石
野
　
党
（
な
お
し
）
．

　
句
碑
除
幕
記
念
俳
句
会

　
　
　
七
月
四
日
於
蒲
生
　
松
泉
寺

　
選
者
吟
　
江
　
見
　
　
渉

七
月
は
眩
し
さ
ば
か
り
党
の
碑

夏
蝶
や
党
の
坂
の
加
賀
夫
人

山
蟻
が
道
浄
め
を
り
免
の
碑

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

せ
み
し
ぐ
れ

蝉
時
雨
し
ん
し
ん
と
句
碑
す
わ
り
け

り
　
　
　
　
　
柏
崎
　
　
鳴
　
川
・

い
と
や
さ
し
梅
陣
の
短
冊
拝
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
塩
沢
　
　
好

水
口
に
座
し
て
鎌
研
ぐ
風
涼
し

　
　
　
　
　
　
　
上
越
　
　
朴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ず

免
句
碑
七
月
の
陽
も
句
に
没
む

　
　
　
　
　
　
　
松
口
　
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぐ
わ

党
句
碑
覆
う
芽
杉
の
馨
し
や

　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
　
三

緑
蔭
に
つ
つ
ま
れ
党
句
碑
除
幕

　
　
　
　
　
　
　
小
谷
　
　
俊

一
念
の
句
が
刻
ま
れ
て
栗
匂
う

　
　
　
　
　
　
　
橋
詰
　
　
悦

　
　
　
　
　
　
　
室
野
　
　
淡

　
　
　
　
　
　
も

り
　
　
　
　
　
室
野
　
　
紅

　
　
ひ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
　
　
　
　
　
　
室
野
　
　
枯

じ
き
ひ
つ

直
筆
の
免
の
軸
の
夏
座
敷

　
　
　
　
　
　
　
室
野
　
　
公

触
れ
て
み
る
万
緑
光
る
党
句
碑

　
　
　
　
　
　
　
室
野
　
　
六

梅
雨
の
陽
や
碑
文
の
影
を
深
く
せ
り

梅
雨
空
や
句
碑
守
る
姉
弟
居
た
る
な

句
碑
披
く
茂
り
よ
り
祝
ぐ
鳥
も
居
て花　鳴　水て茶な水り夫　一　二　山　雪　子

野
佛
の
裾
に
草
藤
す
が
り
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
蒲
生
　
　
耕
　
山

初
蝉
の
大
寺
と
拉
ぶ
党
の
碑

　
　
　
　
　
　
　
田
野
倉
　
翔
　
山

門
前
に
居
並
ぷ
地
蔵
苔
の
花

　
　
　
　
　
　
　
田
野
倉
　
泥
　
水

踏
ま
れ
て
も
な
お
盛
り
た
る
苔
の
花

　
　
　
　
　
　
　
蒲
生
　
　
折
　
人

句
碑
除
幕
古
寺
の
僧
夏
衣

　
　
　
　
　
　
　
蒲
生
　
　
爽
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
し

句
碑
を
訪
う
梅
雨
の
蝶
に
も
慶
み
て

　
　
　
　
　
　
　
蒲
生
　
　
龍
峰

短
歌
北
の
大
地

　
　
　
　
　
　
富
澤
和
風

果
て
し
な
く
咲
き
揃
い
た
る
馬
鈴
薯

の
花
の
香
匂
う
北
の
大
地
は

時
計
台
ビ
ル
の
谷
間
に
つ
つ
ま
し
く

歴
史
を
刻
む
か
す
か
な
る
音

洞
爺
湖
の
青
き
水
面
に
影
写
す
エ
ゾ

鹿
群
る
る
大
島
が
見
ゆ

き
、
季

と
・
う
モ

ヘ
う
ま
く

望
尊
け

な
い

〃／

Kヘマ、』

寧ム

　
　
　
摯

　
　
　
＼
（
〆

9
や
／
！
’

り
ヘ
ニ
ャボ

，
拶

タ
膨

　
　
　
　
つ

　
　
心
罫
ご

　
　
　
蜜
6

　
　
　
　
　
　
蕊

〃
　
　
　
一

　
　
　
　
　
房
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
ー
ー
」

・

や
・
と

、
、
ヰ
ひ
く

圭
2
け
た

　
、
ノ
　
　
　
　
ン

　
ヘ
　
　
　
　
一
，
一
ン
甲
ン

　
　
　
　
　
　
　
η
侵

　
　
　
　
／

　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
冬
9

〃
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
￥
含
φ
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
苓

　
　
　
　
　
4
、
雨

　
恥
ヲ
7

　
　
絶
㌧

，
欺
を
．

実
饗
ノ

獲
襯
蒙
恭

　
華
講
勇
雛
繋
嚢
騰
議
慧

　
原
産
地
は
中
国
で
全
国
に
分
布
し

て
い
る
。

　
夏
、
高
さ
一
㌶
ほ
ど
の
花
茎
に
、

黄
赤
色
の
八
重
咲
き
の
花
を
つ
け
る
。

種
子
が
で
き
ず
、
根
で
繁
殖
す
る
。

　
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
や
ノ
カ
ン
ゾ
ウ

の
仲
間
だ
が
、
花
が
八
重
咲
き
に
な

る
の
は
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
だ
け
で
、
こ

れ
が
他
種
と
の
区
別
点
で
あ
る
。

　
種
子
の
で
き
な
い
訳
は
、
雄
し
べ

そ
の
も
の
が
不
完
全
で
花
弁
化
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

圏
　
　
　
　
出
題
　
十
段
　
武
宮
正
樹

　
　
黒
先
生
き
・
5
手
ま
で

　
　
　
　

　
●
ヒ
ン
ト
…
隅
の
死
活
の
格
言
で
攻

　
　
め
る
。

　
　
3
分
で
2
級
、
1
分
以
内
で
有
段
者
。

。卑劉q号ω彙ユ事9醤宰に1算罫（o⊥

將z日フ鰯圭⑦q蟹呈暴⑦q留担弩
：1一一（oz　曳判ギ卒（OI醤〈鶴ヨ1葺罪〉

㌻
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8月11日（火）～20日休）

　夏休み・お盆を迎え帰省客、

避暑観光客等で人口が急激に増

加し、火気を取り扱う機会が多

くなります。

　暑さの為、人々の行動も怠慢

になりがちです。その為、火災

の多発が予想されますので、火

災の防止に一段の注意をお願い

します。

※火の用心・6つのポイント
1．寝たばこやたばこの投げ捨

　　てをしない。

2．子供は、マッチやライター

　　で遊ばない。

3．風の強いときは、焚火をし

　　ない。

4．テンプラを揚げるときは、

　　その場をはなれない。

5．家のまわりに燃えやすいも

　　のを置かない。

6．風呂の空だきをしない。

◎平成4年火災件数

　　　　　（7月20日現在）
　上越消防管内33件（昨年よひ）

　15件減）

　松代町3件（出火消止め1件
　含む）

昨年より2件増となっています。

　　火の用心・火の用心

雛糖懲毒類灘難灘盤開縷

「肺機能障害者呼吸教室」

1．開催日時・主な内容

第1回平成4年9月8日（幻
　　　　開講式、専門医師に

　　　　よる講話

第2回平成4年9月17日休）

　　　　肺機能検査、体操

第3回　平成4年10月7日困

　　　　体操、話し合い、閉

　　　　講式
2．開催場所

　上越保健所会議室

3．対象者
　肺気腫、気管支喘息、気管

支拡張症等で息切れ、せき、

たん等の症状のある者

　胸部形成、肺切除、肺結核

後遺症のある者（治療中の人

は主治医の許可のある人）

4．問い合わせ先

上越保健所　医薬予防課

　電話0255－24－6133（代表）

無料法務総合相談所開設

　近隣のいやがらせ、家庭内の

もめごと、名誉・信用の侵害等

の人権問題、その他、離婚、相

続、土地、戸籍の問題などでお

困りの方の相談に応じます。

　秘密は守られますので、お気

軽においでください。

と　き　8月31日（月）

　　　午前10時から午後3時まで

ところ　松代町総合センター

　　　　　　　　δ

　　　　　　　　～

金沢友里ちやん
　　4歳　后
　室野駐在所
　　　　　　　　δ：

　　　　　　　　（

　　　　　　　　見

　　　＿　て
山岸晋一くん
　　5歳　わ
　片桐山　うら

　　　み　　　ほ
佐藤美保ちやん

　　5　歳
千年　さんまいだ

つ

，
●

，
●

雛噸㈹㈱断醐槻㎜㈱　毎噸噸噸㈱㈱㈱㈱髄購　碗噸　n㈱瀕㈹㈱㈱㈱鱒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葦

　　9伺9目救急の目　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，1
救急薫を噸潔ときの3遡の礁擢薯齢　　　　　1

艦救灘雛灘雛場藤鰍の鰭鱗
　2．ビのような雛戴か．病気かQ　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釜
　3。ケガ人や病表の現羅の蓉態・　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iii

　
　
番

　
．
響
9

く
で
4

し
瀬
報

　
あ

正

鮎＠脚惰＿5＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿魂

1．受付期間

　9月3日㈲～9月16日㈹まで
2．受験資格

　昭和44年4月2日（大学校
生は昭和46年4月2日）以降
に生まれた方で、高等学校（高

等専門学校）を卒業した方及

び、来年3月卒業見込みの方

3．採用予定数
　○大学校学生　　　　約50名

　○学校学生

　船舶運航システム　約85名

　情報システム　　　約50名

　海洋科学　　　　　約15名

4．給与が支給される

5．問い合わせ先

　直江津航路標識事務所

　　　暦0255（43）4210

防災について家族みんなで話し合ってみましょう。 14



灘

雛葉…嚢

国最健廉1保険仁。h、，
　　　　　　、・ご加入の皆ざん～驚

国保の保険証が更新されます

　県では8月1日から完全週休

二日制を実施します。これによ

り、県の本庁及び大半の出先機

関は、土曜日も日曜日同様業務

を休ませて頂くことになります。

皆さんのご理解と、ご協力をお

願いします。

　旅券窓口も平日のみの受付と

なりますのでご注意ください。

旅券申請手続きの問い合わせに

ついて、テレホンサービスを開

始しますので御利用ください。

電話番号は025－283－1050です。

　なお、県立病院は、第1土曜

日と第3土曜日の外来は休診と

なっていますが、これ以外の土

曜日は内科等の新患の方の診療

を行っています。

も
も

㍗1レ

●灘鰻●

○
　
交
通
事
故
な
ど
で
受
診
さ

れ
る
場
合
は
、
病
院
の
窓
口
・

役
場
の
国
保
の
窓
口
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

○
　
転
出
・
社
会
保
険
加
入
の

際
は
、
保
険
証
を
早
め
に
お

返
し
く
だ
さ
い
。

○
　
受
診
の
際
は
必
ず
保
険
証

を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

　
い
。

◎9月1日から国民健康保険

の保険証と退職者制度の保

険証が「もも色」にかわり

ます。今までの「みず色」

の保険証は、8月31目かぎ

りで使用できませんのでご

注意ください。

1．職種上級助産婦
　　　　　中級　看護婦

2．日　時
　　平成4年9月27日（日）

　　午前8時30分から

お
願
い

※
　
新
し
い
保
険
証
は
八
月
下

旬
に
、
役
場
か
ら
区
長
さ
ん

　
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

　
古
い
保
険
証
と
引
き
換
え
て

く
だ
さ
い
。

3．場　所
　　新潟県庁西回廊
　　　　講堂及び大会議室

　　（新潟市新光町4番地1）

4．受付期問

　　平成4年7月24日から
　　9月3日（木）まで

讐螺i懸礁不老閣議職員募集案内 松還繊町役場内　棄頸福祉会
軍E臨鍵衡駅の釧釧　内線舗

1．応募できる人の居住範囲

　東頸城郡松之山町、松代町、大島村、浦川原村、安塚町、牧村及び

中魚沼郡津南町、中里村のいずれかに住所、または本籍を有し、かつ

通勤な人に限ります。

2．履歴書の受付期問

　平成4年7月15日㈹から8月20日㈲まで。
　郵送の場合は、8月20日までの消印のあるものを有効。

3．応募の方法
①市販の履歴書に記入のうえ、社会福祉法人東頸福祉会へ提出して

　ください。履歴書は不備のないようにご注意ください。

②　履歴書を郵送する場合は、封筒の表に「履歴書在中」と朱書して

　ください。

③　履歴書の本人希望欄に、希望職種を明記してください。

4．採用選考日
　　第一次選考（書　類）　9月上旬

　　第二次選考（面　接）　9月中旬

15

職　　種
採用予定数 年　齢

（H5．4．1）正規 パート

事　務　員 2名 18～50歳

生活指導員 1名 1名 18～50歳

看　護　婦 2名 1名 18～50歳

寮　父　母
16名
程度

1名 18～50歳

栄　養　士
若干
名 18～50歳

調　理　員
4名

程度
1名 18～50歳

運　転　手
若干
名

1名 18～50歳

雑　務　貝 1名 18～60歳

宿　日　直
代　行　員

2名 18～60歳

9月1日は防災の日
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夫
さ
ん
（
苧
島
）

　
松
代
に
来
て
早
十
三
年
。
生
活
環

境
に
慣
れ
る
の
に
い
ろ
い
ろ
体
験
し

て
き
た
。
青
年
会
活
動
に
よ
る
運
動

会
、
盆
踊
り
、
秋
祭
り
、
青
年
会
交

流
に
よ
る
祭
り
な
ど
の
出
演
、
消
防

訓
練
。
地
域
活
動
で
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
野
球
。
こ
れ
ら
に
参
加
し
、
得

た
も
の
は
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
出

会
え
た
こ
と
だ
っ
た
。
す
ぐ
に
溶
け

込
め
た
の
は
、
や
は
り
こ
の
土
地
な

ら
で
は
の
、
人
の
温
か
さ
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　
春
は
田
植
え
、
山
菜
採
り
。
夏
は

祭
り
。
秋
は
紅
葉
。
冬
は
雪
。
こ
ん

な
四
季
お
り
お
り
の
環
境
の
中
で
の

生
活
、
心
が
ど
れ
だ
け
安
ら
ぐ
か
…

…
。
緑
あ
る
自
然
と
空
気
の
す
ば
ら

し
さ
。
こ
ん
な
土
地
に
い
る
こ
と
が

大
い
な
る
喜
び
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。

　
変
わ
っ
て
欲
し
く
な
い
も
の
、
変

え
て
行
こ
う
と
す
る
も
の
。
私
は
今
、

そ
れ
が
心
配
だ
。
安
ら
ぐ
場
所
は
、

‘
だ
れ
も
が
欲
し
い
も
の
。
「
こ
こ
は
変

わ
っ
て
な
い
ね
」
「
そ
う
い
え
ば
、
こ

こ
で
よ
く
遊
ん
だ
ね
。
ケ
ン
カ
し
た

ね
。
」
そ
ん
な
事
が
言
え
る
様
、
「
自
然

が
つ
く
り
上
げ
た
場
所
。
そ
し
て
人

々
が
次
世
代
に
残
そ
う
と
す
る
も
の
」

は
、
い
つ
ま
で
も
、
い
つ
ま
で
も
残

っ
て
ほ
し
い
。
便
利
社
会
と
言
わ
れ

て
る
世
の
中
、
不
便
で
も
良
い
こ
と
、

便
利
で
も
良
い
こ
と
。
こ
れ
か
ら
は
、

一
つ
一
つ
良
く
考
え
て
、
次
世
代
の

た
め
に
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
最
後
に
、
こ
の
町
に
来
て
知
り
合

え
た
人
た
ち
へ
「
あ
り
が
と
う
」
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
「
よ
ろ
し
く
」

　男　　2，513人　　（＋5人）

　女2，569人（＋6人）
　計5，082人（＋11人）
世帯数1，520世帯（一1世帯）

　出生2人　　　死亡4人

　転入17人　　転出4人
　　　（4年7月末日現在）

一人ロの動き一

圃
園
圏
圃

▼
今
月
号
の
キ
ュ
ウ
リ
の
話
題
は
、
儀

明
の
小
堺
さ
ん
と
村
松
さ
ん
か
ら
。
小

貫
の
閉
村
の
碑
の
話
題
は
、
蒲
生
の
柳

永
八
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
話

題
の
提
供
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
東
京
松
代
会
「
ふ
る
さ
と
訪
問
旅
行
」

の
会
報
（
編
集
後
記
）
で
、
広
報
ま
つ

だ
い
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
、
お
ほ
め
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
係
を
し

て
い
る
と
、
　
「
日
曜
日
が
つ
ぶ
れ
る
」

「
締
め
切
り
に
追
わ
れ
る
」
と
い
っ
た

悩
み
も
あ
り
ま
す
が
、
実
は
一
番
苦
労

し
て
い
る
の
が
レ
イ
ア
ウ
ト
で
す
。
現

在
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト
が
重
要
視
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
計
算
の
よ
う
に
「
こ
れ
が

正
解
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

毎
月
毎
月
「
あ
ー
で
も
な
い
、
こ
ー
で

も
な
い
」
と
頭
を
悩
ま
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
あ
、
セ
ン
ス
が
あ
れ
ば
苦
労

し
な
い
で
済
む
こ
と
で
す
が
…
…
。
そ

れ
は
と
も
か
く
、
読
み
や
す
い
誌
面
作

り
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ア

ド
バ
イ
ス
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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圃團⇔圃回
（6月26日～7月25日受付）

幸せ多い人生を（結婚）

鈴木幸春・須藤智子さん

　　　　　　（松代・石田屋）

仲村廣一・勝又ゆき子さん

　　　　　（儀明・さんぜん）

　げんきな良い子に（出生）

　　こういち
松山光一ちやん邦夫・百合子さん

　　（長男・犬伏・まつのや）
　　ゆう　た
齋藤悠太ちやん政志・明子さん

　　（長男・松代・釜田住宅〉
　　し　おり
市川史織ちやん正雄・洋子さん

　　（2女・田沢・与右エ門）

ご冥福を祈ります（死亡）

若月新平さん　　　　53歳

　　　　　（海老・とざしき）

山岸正直さん　　　　82歳

　　　　　　　（蒲生・糀屋）

小堺藤吉さん　　　　78歳

　　　　　　（蒲生・宮喜屋）

関谷センさん　　　90歳

　　　　　　　　（菅刈・巾）

高槁キヨさん　　　　78歳

　　　　　　（松代・松文屋〉

oこわず
　あいて　か　　　　　　 ぬしか

＊相手変われど主変わらず

いれかわりたちかわり相手が変

わっても、迎える者はいつでも

同じということ。
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